















　本稿では、Holborn のチャップブックについて 1729 年の Robert 












あるが、1729 年の Robert Samber の版では、一文字異なる Cinderilla が
使われている。『シンデレラ』のチャップブックは様々な版が出版され
たが、ほとんどは前者の Cinderella の綴りが用いられている。Samber 版
と同じ Cinderilla の綴りを用いているものは 1820 年頃に韻文と散文の形
式で幾つかの異なる版を出版した J. Kendrew に見られるくらいで、それ
は例外的である。しかし、本稿で取り上げる版は、1800 年を超える前
の 1700 年代の作品にあたるものであるため、Samber 版を踏襲している
のではないかと思われたが、今日広く使われている Cinderella の綴りが
使用されている。1764 年にフランス語と英語を併用した『ペロー童話
集』が出版されているが、その際には Samber 版と同じ Cinderilla が使わ




は Cinderilla が使われている。さらにアメリカのリッチフィールドで、T. 






















L　 O　 N　 D　 O　 N:
Printed and Sold at the London and Middlesex Print
ing Office, No. 81, Shoe-lane, Holborn.
ここには出版者を示す氏名などは見当たらない。Shoe-lane はロンドン
市内にある道路の地名で、Charterhouse と Fleet Street とを結ぶ通りであ





この版では次のように Middle ex という表記になっている。この長形の
s はやはり本編の物語の中でも一貫して使われている。この長形の s は
一般に出版界では 1800 年を境に使われないようになるが、チャップブッ




















1760 年から 1790 年頃のチャップブックとの関連














姿勢を取っている点はどちらも 1729 年の Samber 版に見られるモチー
フをそのままに踏襲しているもので注目すべき点である。
　また、上述したように挿絵は１枚しか存在しないが、1760 年から
1790 年頃のチャップブックには 14 枚（その他に、物語の本編の最終ペー
ジには、余白を埋めるカットが置かれている）あり、シンデレラが逃げ
る場面の挿絵も物語の筋の途中に置かれているものである。本稿では後














ことである。具体的には、said を cried や replied にしたり、Go into the 
garden を Go again into the garden と変えたりと読者が物語を読み進める
に役立つ工夫を意図的に凝らしていることが理解できる。
　形態の上での最大の特徴は、Samber 版には見られない改行が頻繁に





























ている。1760 年から 1790 年頃のチャップブックと同様であるが、The 
Milk-Maid という作品である。どちらもその作品を含めて 24 ページから
なるチャップブックが出来上がるというスタイルである。
　注目すべきは、どちらの版のチャップブックも The Milk-Maid の作品




　本稿で扱う Holborn のチャップブックは、挿絵が 1 枚、それも同じ場










（1）  本稿で扱う Holborn のチャップブックはオックスフォード大学のボードリ
アン図書館所蔵になるものである。
（2）  この 1760 年から 1790 年頃の出版になるチャップブックの他にもは本学図




要第 36 号第 2 部）を参照されたい。
